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５
月
５
日
付
で
第
7
代
大
泉
町
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
村
山
俊
明
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
先
人
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
、
本
町
は
昭

和
　
年
に
三
洋
電
機
誘
致
を
始
め
、
大
利
根

３４
工
業
団
地
の
造
成
や
上
場
企
業
の
誘
致
な
ど

を
得
て
、
も
の
づ
く
り
の
町
と
し
て
都
市
基

盤
の
整
っ
た
北
関
東
有
数
の
工
業
都
市
と
し

て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
欧
州
に
お
け
る
金
融
危
機
や
歴
史
的
円
高

な
ど
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
不
況
の
影

響
に
よ
り
、
町
の
産
業
は
打
撃
を
受
け
、
基

幹
産
業
の
業
績
不
振
な
ど
を
要
因
と
す
る
税

収
の
減
少
に
よ
り
、　

年
間
の
長
き
に
わ
た

３５

り
地
方
交
付
税
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、　

年
目
に
し
て
地
方
交
付
税
交
付

３６

団
体
と
な
り
、
今
ま
で
に
な
い
厳
し
い
行
財

政
運
営
を
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
は
、
国
や
県
平
均
よ
り
も
出
生
率
が
下

回
る
少
子
化
問
題
や
高
齢
化
問
題
、
人
口
も

ピ
ー
ク
時
よ
り
も
約
２
０
０
０
人
も
減
と
な

る
な
ど
の
人
口
減
少
問
題
や
国
道
３
５
４
号

バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
る
中
心
地
商
店
街
の

対
策
、
安
心
安
全
の
町
づ
く
り
な
ど
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
国
の
経
済
政
策
の
効
果
に
よ

り
、
円
安
、
株
高
を
背
景
に
、
町
の
基
幹
産
業

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
、
自
動
車
産
業
の
業
績
が

好
調
で
あ
り
ま
す
。一
方
、
家
電
産
業
で
は
ま

だ
ま
だ
回
復
が
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
産
業

に
よ
り
明
暗
が
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
時
期
の
経
済
不
況
は
脱
し
た
か
に
見
え

ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
や
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
対
策
も
道
半

ば
で
あ
り
、
景
気
回
復
の
効
果
が
現
れ
て
い

る
と
い
う
実
感
が
わ
い
て
こ
な
い
の
が
正
直

な
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
の
公
約「
や
る
ん
べ
あ
８（
エ
イ
ト
）」を

掲
げ
、数
々
の
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

企
業
の
町
と
し
て
栄
え
た
大
泉
町
を
、
再
び

村山俊明　むらやまとしあき

昭和３７年７月２５日生まれ（５０歳）

趣味　魚釣り

座右の銘　 為 せば成る
な

　　　　　　為さねば成らぬ何事も

ー
町
長
と
し
て
の
抱
負
は
？

Profile　
づづ
く
り
」を
！

活活
気気

町町

「「

ああ
るる
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副議長

 津久井  明人 議員
つくい あきひと

議長

 森 　 昌彦 議員
もり まさひこ

《敬称略》

■総務・企画常任委員会

　田邉信雄（委員長）、都丸裕史（副委員

長）、宮永万里子、森　昌彦、金井茂夫

■福祉・文教常任委員会

　淺野正己（委員長）、須田敏彦（副委員

長）、川島定夫、津久井明人、渡邉　明

■都市・環境常任委員会

　山口　将（委員長）、金谷勝美（副委員

長）、河内初光、青木　満

町議会の新体制も

決まりました！

企
業
の
町
と
し
て
再
生
し
、
活
気
あ
る
大
泉

町
を
取
り
戻
す
た
め
、
職
員
の
意
識
改
革
を

始
め
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
最
少
の
経
費

で
、
最
大
の
効
果
を
挙
げ
、
国
や
県
、
そ
し

て
町
独
自
の
優
遇
制
度
な
ど
、
今
後
も
企
業

誘
致
の
方
策
を
調
査
研
究
し
、ス
ピ
ー
ド
感
・

責
任
感
・
緊
張
感
を
持
っ
て
行
政
運
営
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
に
も
話
し
ま
し
た
が
、
人
が
、
企
業
が
元

気
な
町
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、「
活
気
あ

る
町
の
再
生
」を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
「
見
る
・
聞
く
・

言
う
・
答
え
る
」
の
現
場
重
視
の
行
動
力
が

重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
ず
は
、

企
業
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
効
果
的
な
優

遇
策
を
併
せ
て
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、 賑
 わ
い
を
創
出
す
る

に
ぎ

た
め
、
外
国
出
身
の
人
が
多
く
暮
ら
す
大
泉

町
の
特
色
を
生
か
し
た
観
光
の
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
振
興
策
だ
け
で
は
な
く
、
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
よ
り
い
っ

そ
う
充
実
し
た
防
災
対
策
や
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
ま

ち
」
が
元
気
で
あ
れ
ば
、
人
や
も
の
は
自
然

と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
活
気
が
あ
る
町
と
し

て
再
生
す
る
た
め
に
は
、
人
や
も
の
が
集
ま

る
賑
わ
い
の
あ
る
元
気
な
「
ま
ち
」
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
各
種
事
業

町長が今後の大泉町を語る

の
展
開
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
長
に
就
任
し
て
半
月
あ
ま
り
で
す
が
、

あ
わ
た
だ
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
現
場
重
視
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
多
く
の
現
場

に
足
を
運
び
、「
見
る
・
聞
く
・
言
う
・
答
え

る
」
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
は
今
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
し
、

元
気
な
「
ま
ち
」
に
な
る
た
め
に
、
町
民
皆

さ
ん
に
も
負
担
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
行
財

政
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
も
コ
ス
ト
意
識
を
持
つ
な
ど
の
意
識

改
革
を
図
り
、
役
場
が
、
そ
し
て
町
が
目
に

見
え
て
変
わ
っ
た
と
、
町
民
皆
さ
ん
に
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
現
場

に
足
を
運
び
ま
す
の

で
、
お
会
い
し
た
と

き
に
は
、
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
町
を

変
え
て
い
く
た
め
、

活
気
あ
る
町
を
取
り

戻
す
た
め
に
、
町
民

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　４月２１日の町議会議員選挙で、１４人の

議員が誕生し、５月１３日に初議会が行わ

れました。この議会で、議長には森　昌

彦議員が、副議長には津久井明人議員が

就任し、３つの常任委員会をはじめとす

る各委員会構成なども決まりました。

ー
町
民
の
皆
さ
ん
へ
ひ
と
言

新

ー
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
考
え
は
？

５月７日、職員を前に訓示をする村山町長
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こ
の
春
、
小
林
利
雄
氏
・
小

林
康
男
氏
が
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、塚
原
　

仁
氏
が
県
総
合
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
栄
誉
を
、
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

■
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
小
林
利
雄
氏
は
、
消
防
功
労

に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。氏
は
、
昭
和
　
年
大

４０

泉
町
常
備
消
防
部
へ
入
職
以

来
、
平
成
　
年
太
田
地
区
消
防

１３

組
合
大
泉
署
長
と
し
て
退
職
さ

れ
る
ま
で
、　
年
の
長
き
に
わ
た

３９

り
、
豊
富
な
知
識
お
よ
び
経
験

を
生
か
し
、
職
員
の
指
導
育
成
、

消
防
技
術
の
向
上
、
消
防
機
器

の
開
発
、
災
害
防
御
お
よ
び
自

主
防
災
組
織
の
推
進
に
努
め
た

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
林
康
男
氏
は
、
消
防
功
労

に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
氏
は
、
昭
和
　
年
３６

大
泉
町
常
備
消
防
部
へ
入
職
、

平
成
　
年
に
は
、
太
田
地
区
消

１２

防
組
合
消
防
本
部
通
信
指
令
課

長
を
務
め
る
な
ど
、　

年
余
の

３９

長
き
に
わ
た
り
、
永
年
の
豊
富

な
知
識
お
よ
び
経
験
を
生
か

し
、
消
防
職
員
の
育
成
と
消
防

施
設
の
整
備
強
化
に
努
め
、
積

極
的
に
職
務
執
行
に
あ
た
ら
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
県
総
合
表
彰
を
受
賞

　
塚
原
　
仁
氏
は
、
県
政
功
労

に
よ
り
県
総
合
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
氏
は
、
平
成
９
年

大
泉
町
議
会
議
員
に
初
当
選
、

平
成
　
年
に
は
群
馬
県
議
会
議

１５

員
選
挙
に
出
馬
し
見
事
当
選
、

以
来
連
続
三
期
に
わ
た
り
当
選

さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

「
常
に
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
豊

富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
に

よ
り
、
県
政
発
展
と
地
方
自
治

行
政
の
確
立
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

叙
勲
・
県
総
合
表
彰

 小林  利雄 氏
こばやし としお

（２１区・７３歳）

 塚原 　 仁 氏
つかはら ひとし

（１９区・６２歳）

 小林  康男 氏
こばやし やすお

（２１区・７２歳）

　
町
で
は
、
平
成
　
年
１
月
２

２５

日
か
ら
平
成
　
年
１
月
１
日
ま

２６

で
の
間
に
、
新
築
や
増
築
し
た

家
屋
を
対
象
に
家
屋
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
。
評
価
の
際
に

は
、
建
築
計
画
概
要
書
な
ど
の

書
類
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
　
引
越
し
な
ど
の
都
合
で
日
時

を
指
定
し
て
家
屋
評
価
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

家
屋（
住
宅
・
物
置
・
店
舗
・
工

場
な
ど
）
を
取
り
壊
し
た
場
合

は
、
課
税
か
ら
除
外
す
る
た
め

に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に

よ
り
家
屋
の
用
途
が
変
わ
っ
た

場
合（
店
舗
か
ら
住
宅
に
変
更
）

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税

係
へ
。

家
屋
評
価
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
課
　
　
　
　
内
線
１
５
８

ご協
力く
ださ
い
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受

給
者
は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況

届
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。現
況
届
と
は
、
毎
年
６
月
に

養
育
状
況
や
所
得
の
確
認
を
し

て
、
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す

る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
混
雑
を
避
け
る
た

め
に
、
地
区
別
の
届
出
指
定
日

時
（
下
表
の
と
お
り
）
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
指
定

の
日
に
お
越
し
く
だ
さ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合

に
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
の

支
払
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
６
月
中
に
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況

届
の
通
知
は
６
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
。

　
な
お
、
公
務
員
（
勤
務
先
が

国
立
大
学
法
人
、
独
立
行
政
法

人
の
人
は
除
く
）
は
、
勤
務
先

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

□
届
出
場
所
　
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
Ｃ

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
持
参
す
る
物

・
現
況
届
用
紙

・
印
鑑

・
受
給
者（
養
育
者
）と
配
偶
者

の
健
康
保
険
証
の
写
し
（
大

泉
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
不
要
）

・
養
育
す
る
児
童
が
町
外
に
住

み
、
受
給
者
と
別
居
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
児
童
の
属

す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
平
成
　
年
度
児
童
手
当
用
所

２５

得
証
明
書（
受
給
者
が
平
成

　
年
１
月
１
日
に
大
泉
町
に

２５住
民
登
録
が
な
か
っ
た
場
合
）

※
状
況
に
よ
り
別
途
書
類
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、子
育
て
支
援
課
へ
。

お
忘
れ
な
く
！
　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
現
況
届

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

　浄化槽は、微生物により汚水を処理

します。適正な管理を怠ると、汚水の

流出や悪臭で近所に大きな迷惑をかけ

るとともに、河川などの汚濁の原因と

なります。浄化槽を使用している人は、

保守点検・清掃を行い、法定検査を受

けて適正な維持管理を行いましょう。

□保守点検　浄化槽の機能の点検、清

掃時期の判定、消毒剤の補充などを

県に登録された保守点検業者と契約

して４か月に１回以上実施

□清掃　汚泥の引き抜き、付属装置や

機械類の洗浄を、町の許可を受けた

清掃業者に依頼して年１回（全ばっ

気型浄化槽は年２回）実施

□法定検査（１１条検査）　浄化槽が適

正に維持管理され、浄化槽の機能が

正常に維持されているか検査するも

ので、除県環境検査事業団または保

守点検業者に依頼して年１回実施

□問い合わせ先

・浄化槽管理の全般について…県東部

環境事務所廃棄物係（緯３１・２５１７）

・浄化槽の法定検査について…除県環

境検査事業団（緯０２７・２３７・５１１１）

※詳しくは、環境課 （内線１３２）へ。

浄化槽の適正管理を
お願いします

対象行政区日　時

１区～８区

午前９時～

午後７時

１４日晶６月
９区～１３区１７日捷
１４区～１５区１８日昇
１６区～１８区１９日昌
１９区～２１区２０日昭

２２区～２６区２１日晶

２７区～３０区２４日捷

予備日
午前９時～

午後５時
２５日昇

■届出指定日時一覧

　町選挙管理委員会では、総代の欠員

に伴い第１０選挙区の待矢場両堰土地

改良区総代補欠選挙を行います。

□告示日　５月２８日昇

□選挙日時　６月４日昇　午前７時～

午後５時

□立候補届出期間　５月２８日昇・２９日

昌　午前８時３０分～午後５時

□立候補届出先　町選挙管理委員会

（総務課内）

□補欠選挙すべき総代数　２人

※詳しくは、町選挙管理委員会（内線

２２２）へ。

待矢場両堰土地改良区

総代補欠選挙
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【
水
道
週
間
が
始
ま
り
ま
す
】

　
水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い

て
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
今
後
の
水
道
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
力
し

て
行
え
る
よ
う
広
報
活
動
な
ど

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

□
期
間
　
６
月
１
日
松
～
７
日
晶

□
標
語
　「
復
興
の
　
未
来
と

 生
命
 　
照
ら
す
水
」

い
の
ち

【
水
道
の
使
用
開
始
や
中
止
】

　
使
用
開
始
・
使
用
中
止
の
場

合
は
、
水
道
課
へ
直
接
、
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
水
道
の
所
有
者
の
変
更
】

　
水
道
課
で
給
水
装
置
移
転
届

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
本
人
で
は
な
く
代

理
人
で
も
行
え
ま
す
。
新
旧
所

有
者
の
認
印
、
所
有
権
移
転
が

確
認
で
き
る
書
類
な
ど
が
必
要

で
す
。

【
漏
水
の
確
認
方
法
や
修
理
な
ど
】

　
水
道
課
で
は
、
検
針
員
が
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
に
伺
い
、
２
か
月

に
一
度
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
診
の
結
果
、

極
端
に
使
用
量
の
多
い
場
合
は
、

漏
水
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
水
道

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
町
指
定
水
道
工
事
店
一
覧

水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
５
９

電話番号所 在 地指定工事店

８８・０２５７邑楽町中野女坂本工業

３２・０６１７太田市由良町女ハナワ

８６・３０９２千代田町萱野叙千代田設備

５２・０６２１太田市押切町女司設備工業所

０２７７・７８・４５１２太田市藪塚町金子設備工業

２０・３１６１大泉町富士三丁目叙エコシステム

７２・１０４５館林市本町吉澤工業叙

８８・９０９２邑楽町篠塚渡辺冷熱設備

７２・０６６１館林市尾曳町女石山住宅設備

７３・７３６５館林市台宿町女中田水道

２５・６２１０太田市東金井町蒼天創業叙

０２７７・７８・４８２４太田市藪塚町元盛建設工業叙

０２７０・５０・７５８１伊勢崎市緑町叙後藤設備

０４８・５８９・００２０熊谷市妻沼東中村設備

０２７７・６５・５７３６桐生市川内町叙エクセル

０４９５・２３・２４３３本庄市小島女アクア

０２７７・５２・２９３０桐生市相生町ウツミ工業叙

０２７７・５２・８１９８桐生市広沢町叙タカダトータルシステム

８６・３０３３千代田町赤岩女福田総合設備

０２８５・４５・０３２６小山市東間々田叙渡辺管工

６３・１３７６大泉町吉田川島工業叙

０４８・５７２・０３４０深谷市上野台女エーセツ深谷

３７・６０６８太田市緑町小林興業叙

０２７７・７８・２６９７太田市藪塚町半田設備

０２７０・３２・２３８１伊勢崎市山王町川島工業

０２７・３８４・３８１８高崎市鶴見町叙ベルテックス

０４８・５８７・２１３１深谷市下手計叙栄大土木

０４８５・８２・２８９１寄居町富田内藤設備工業女

８８・１０５８邑楽町中野女田部井設備工業所

７２・１０１０館林市大手町伊藤設工女

０４８・５７２・３４１６深谷市寿町叙吉岡設備

０２７７・４４・４７２０桐生市錦町桐生水道叙

０６・６６３１・７４４９大阪市浪速区叙イースマイル

４７・４６４７明和町矢島女明和設備工業

電話番号所 在 地指定工事店

６３・７０００大泉町中央三丁目女篠原設備

６２・２８１０大泉町仙石二丁目内田ポンプ店

５５・６８０１大泉町坂田五丁目伸栄工業叙

６２・３９３９大泉町城之内二丁目館野燃料叙

６２・３１８３大泉町坂田二丁目女新泉工業

４５・４７０５太田市内ヶ島町女八山工業所

４５・９０８１太田市新島町春山設備工業叙

６２・２２８６大泉町富士一丁目女吉澤設備工業所

６３・６８２５大泉町西小泉一丁目糸田設備機器叙

６３・１１４７大泉町仙石三丁目栗原設備工業叙

４５・０１２４太田市新井町女太田工業

６２・４７１３大泉町坂田二丁目女大洋設備工事

６３・４１８２大泉町吉田川田空調家電叙

６２・２７２８大泉町坂田二丁目フタバ管工叙

６３・３０３３大泉町朝日四丁目柳川工業所大泉出張所

６２・３６４６大泉町西小泉四丁目棚澤工業所

６２・２２０８大泉町坂田四丁目女森本店

６３・３６７３大泉町寄木戸川島設備工業所

６３・６５５４大泉町坂田熱研工業叙

０２７７・５４・４００５桐生市広沢町星野管工叙

４６・３８３４太田市下浜田町三立関東冷暖房叙

８８・４０６０邑楽町赤堀㈲橋本設備工事

６３・６６３０大泉町吉田川島工業所

５２・２５１９太田市大舘町叙カワタ

８６・２８７６千代田町赤岩女峯岸商店

７４・２７２２館林市松原叙神寛

３７・１８２９太田市丸山町女石原設備

３８・４５６７太田市末広町山下設備

８６・４１８８千代田町赤岩新和設備叙

７３・３２１０館林市日向町女小林水道設備

３２・２６３６太田市由良町荒井設備工業叙

２５・２１４１太田市熊野町小川設備工業叙

８８・４０５８邑楽町赤堀女阿部水道工業所

８６・２８７７千代田町舞木女やまや商店

■
大
泉
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
一
覧
表
（
平
成
　
年
５
月
１
日
現
在
）

２５
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を
使
っ
て
い
な
い
状
態
で
水
道

メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開
け
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
た
ら
漏
水

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

宅
地
内
で
の
水
道
管
の
漏
水
修

理
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
、
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
別
表
の
「
大
泉
町
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
」、
ま
た
は

「
町
水
道
指
定
工
事
店
協
同
組

合
」（
緯
　
・
４
９
０
９
、土
・
日

６３

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
に
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
修
理

し
た
町
指
定
業
者
を
通
じ
て
漏

水
認
定
の
申
請
を
し
て
い
た
だ

く
と
、
漏
水
量
の
一
部
に
相
当
す

る
水
道
料
金
を
減
額
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
水
道
の
新
設
・
改
造
工
事
】

　
新
た
に
水
道
を
引
い
た
り
、

蛇
口
を
増
や
す
な
ど
改
造
工
事

を
行
う
場
合
に
は
、別
表
の「
大

泉
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
」
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
料
金
の
口
座
振
替
】

　
水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
安

全
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。「
口
座
振

替
」
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

水
道
課
、
町
内
に
支
店
の
あ
る

金
融
機
関
、
郵
便
局
で
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
水
道
課
へ
。

電話番号所 在 地指定工事店

８８・３３３０邑楽町赤堀女小倉水道工業所

４６・５８２１太田市下浜田町叙トーカイ

４６・８２４７太田市下小林町叙永井工業

０４８・５７２・３０９８深谷市東方女深谷設備工業所

０２７・２６０・６５５５前橋市上泉町叙ダイキョー

０２７０・２１・４６６１伊勢崎市韮塚町叙クラシアン群馬支社

８８・３８４４邑楽町篠塚女近藤設備工業

０４９５・７６・４８３３児玉郡美里町白石叙坂井住設

３８・０７１５太田市南矢島町叙ダイイチテクノ

０４８・５８５・０８２５深谷市針ヶ谷黒沢設備

０４８・５５６・５３９３行田市和田女クリハラ設備

０４８・５２２・１１６２熊谷市伊勢町女小山水道工業所

０４８・５２２・６６６０熊谷市佐谷田女棚澤住設

８６・４５８２千代田町萱野女小川工業所

０４８・７２６・８６１３さいたま市大宮区叙アイダ設計

０２９・２９７・５８８８水戸市笠原町叙フクテックス

０２７７・７８・４６６４太田市大久保町工藤建設工業叙

０２７７・７８・３４３１太田市藪塚町女イソヤマ設備

０２７０・２３・４７０３伊勢崎市安堀町須田設備

０２７７・２２・８５６１桐生市堤町女大栄設備

０２７・２５４・２０７１前橋市箱田町パナソニックコンシューマーマーケティング叙

０２８３・６２・５６２７佐野市戸室町女飯塚設備工業

０４９５・７７・３０８９児玉郡神川町八日市女神流設備

０４９５・２３・１８５３本庄市柏女井上設備

０２７・２６９・２９３５前橋市上泉町上武工業叙

０４９５・２４・３５７４本庄市東台女新成建設

０２７７・５４・５７５１桐生市広沢町丹羽設備

０４８・５９１・１３０４北本市本町女長島設備商会

３１・０００２太田市下田島町蓮沼工業叙

７７・１７０８館林市大島町荒井農機

６０・８０２４太田市新田早川町叙グローリテクノ

０２７０・７０・２４７０伊勢崎市境三ツ木川岸工業叙

０４９３・５７・１１５７比企郡滑川町伊古女平設備

４８・１３０８太田市飯塚町リフォーム匠

電話番号所 在 地指定工事店

７２・０３２５館林市大谷町鈴木管工女

６３・６７８１大泉町寄木戸渡瀬管工業

３１・０５２９太田市中根町大生設備

５２・０１０６太田市世良田町叙尾島町清掃社

３８・０４２３太田市高林南町怒木工業叙

６３・８３４９大泉町城之内三丁目伊皆設備

８４・２１４８明和町入ヶ谷女金子水道設備

７３・３８６４館林市赤生田町女吉田設備工業

７５・１６１５館林市千代田町叙山賢

６２・４２４６大泉町寄木戸叙石原

５２・４８８１太田市亀岡町女いづや設備工業

０２７０・６２・５６５７伊勢崎市田部井町木村設備

８６・２５０６千代田町赤岩女田島設備

０２７０・７６・０９８４伊勢崎市境新栄女明戸設備工業

６２・５８１５大泉町吉田叙小林住建

２５・０５６６太田市安良岡町叙江原工業

７０・９０７０邑楽町石打女山口設備

０２７・２６１・０５７８前橋市天川大島町叙シモダ設備工業

４６・９０１８太田市台之郷町紅屋設備工業

０２７７・７８・２７２７太田市大原町叙矢島

０２７０・３０・３４５６伊勢崎市日乃出町㈱エム・エス・ケー

３１・７３１４太田市藤久良町㈱宝泉工業

５７・５０３０太田市新田嘉祢町山田工業

７４・３２３１館林市北成島町女浜野管工設備

４９・５５３５千代田町上中森女川辺設備

６３・５１７２大泉町坂田一丁目洋泉興業叙

０２７０・６２・０１０２伊勢崎市市場町三和設備工業叙

０２７７・５２・５６５８桐生市相生町女丹波建設

０４９５・７７・３８５０児玉郡神川町関東日精叙

０２７・２２１・１１２０前橋市南町女エムテック

６２・２６３４大泉町吉田河市住工叙

０２７０・３２・７８７３伊勢崎市馬見塚町女太洋エンジニアリング

０２７０・２５・１１７４伊勢崎市寿町村岡商店

８８・５２８４邑楽町石打女砂川設備工業所
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【
男
女
の
平
等
な
関
係
を
築
く
た

め
に
　
あ
な
た
の
身
近
に
あ
る
Ｄ

Ｖ
　
～
Ｄ
Ｖ
被
害
の
現
状
か
ら
サ

ポ
ー
ト
体
制
ま
で
～
】

　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
と
は
、
配
偶
者
や
恋

人
な
ど
の
近
親
者
か
ら
受
け
る
暴

力
・
虐
待
の
こ
と
で
、
驚
く
ほ
ど

身
近
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
は
、
自
分
の
身
だ
け
で
な
く
、

大
切
な
家
族
や
友
人
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２８

（金）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
２
階
大
会
議

室
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
講
師
　
行
政
書
士
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ひ
こ
ば
え
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
内
容
　
Ｄ
Ｖ
被
害
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
（
内

線
２
１
２
）
へ
。

【広告】 【広告】

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
年
金

個
人
情
報
の
提
供
】

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
を
取
得
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
年

金
の
加
入
記
録
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
閲
覧
で
き
る
年
金
加
入
記
録

は
、
日
本
年
金
機
構
が
管
理
し
て

い
る
公
的
年
金
制
度
の
加
入
履

歴
、納
付
状
況
な
ど
で
す
。
な
お
、

こ
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
お
よ
び
船
員
保
険

の
被
保
険
者
ま
た
は
被
保
険
者
で

あ
っ
た
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
次
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

・
昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前
に
受

６１

給
権
の
発
生
し
た
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
人

・
現
在
共
済
年
金
組
合
な
ど
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人

【
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
年

金
相
談
】

　「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
は
、

年
金
の
請
求
に
関
す
る
相
談
や
、

す
で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人
か

ら
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
一

般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
市
内
通

話
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。
電
話

の
際
に
は
、
お
手
元
に
年
金
手
帳

ま
た
は
年
金
証
書
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

□
電
話
番
号
　
緯
０
５
７
０
・
　
・
０５

１
１
６
５
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
は
緯
　
・
６
７
０
０
・
１
１

０３

６
５
へ
）

□
相
談
受
付
時
間

・
月
曜
日
…
午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
７
時
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
火
曜
日
）

・
火
曜
日
～
金
曜
日
…
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

・
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
　３０

分
～
午
後
４
時

※
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.sia
.g
o.jp/

）
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日

本
年
金
機
構
（
緯
０
５
７
０
・
　
・
０５

１
１
６
５
）
へ
。

　
県
建
築
業
組
合
連
合
会
大
泉
支

部
で
は
、住
宅
デ
ー
を
行
い
ま
す
。

□
期
日
　
６
月
９
日
　（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２
４

６
５
）

□
内
容
　
包
丁
研
ぎ
、
住
宅
相
談

な
ど

※
詳
し
く
は
、
県
建
築
業
組
合
連

合
会
大
泉
支
部
長
　
 増
  田
 　
 壤
 さ

ま
す
 
だ
 

ゆ
た
か

ん
（
緯
　
・
２
８
２
５
）
へ
。

６２

日
本
年
金
機
構

年
金
に
関
す
る
情
報
提
供

相

談

サ

ー

ビ

ス

国
際
協
働
課

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

県
建
築
業
組
合
連
合
会
大
泉
支
部
長

増
田
　
壤
さ
ん

県
建
築
業
組
合
連
合
会

大
泉
支
部
主
催
住
宅
デ
ー

広　告 広　告

(9) 広報おおいずみ　Ｈ25.5.25　Vol.763

【広告】 【広告】

　
育
児
を
す
る
と
き
に
必
要
な
知

識
と
実
践
的
な
技
を
学
べ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

全
講
習
を
受
講
す
る
と
、
町
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
ま
か
せ
て
会
員
に
登
録
さ
れ
、

活
動
で
き
ま
す
。

□
期
日
　
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

研
修
室
１
（
吉
田
２
０
１
１
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
・
F
A
X
（
　
・
５５

８
３
７
３
）、
メ
ー
ル
（in

fo@

oizum
i-fsc.jp

）
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料
（
昼
食
は
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、子
育
て
支
援
課（
緯

　
・
２
６
３
１
）、
ま
た
は
町
フ
ァ

５５ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
８
３
７
３
）
へ
。

５５

内　　　容講　　　　師日　　　時

開講式（日程などの説明）　　　　　午前９時３０分～

６月１７日捷

子育てをめぐる状況と相互援助活動の有効性

（子育て支援の必要性と行政の関わりについて）

午前９時４０分～

１０時１０分

オリエンテーション（事業説明）　　　　　
午前１０時１０分～

１０時２０分

子どもの栄養と食生活、体調の悪いときの食事

（毎日の食生活にも気をつけたい話題の食育について）
管理栄養士

午前１０時３０分～

午後０時３０分

心の発達とその問題

（年齢を追って、成長に合わせて大切にしていく）
保育士

午後１時３０分～

３時３０時

ママヘルプ

（助産師としての経験を踏まえた講義）
助産師

午前９時３０分～

１１時３０分

１８日昇
身体の発達と病気

（医師の話は聞き逃さないように）
小児科医

午後０時３０分～

２時３０分

子どもの世話

（現場で役に立つ情報）
保育士

午後２時４０分～

４時４０分

小児看護の基礎知識

（病気の子どもの世話）
看護師

午前９時３０分～

１１時３０分

１９日昌
安全と事故

（安全第一！　大切なお話）
保育士

午後０時３０分～

２時３０分

保育の心

（現場の経験を踏まえて）
教員

午後２時４０分～

４時４０分

子どもの遊び

（現場で役に立つ情報）
教員

午前９時３０分～

１１時３０分
２０日昭

普通救命講習英

（応急手当や心肺 蘇  生 法をAEDを使って学びます）
そ せい消防署員午後１時～４時

ママヘルプにも役立つ調理実習（材料費３００円）食生活改善推進委員
午前１０時３０分～

午後０時３０分

２１日晶 会員交流会

（実際の活動の声を聞く）
　　　　　午後１時～２時

閉講式（入会手続き）　　　　　午後２時～

子
育
て
支
援
課

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
講
習
会

■町公民館南別館にある町

ファミリー・サポート・センター

広　告 広　告
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　水道メーターの検定有効期間は計

量法で８年間です。

　町では、定期的に水道メーターを

取り替えていますので、町で委託し

た指定業者がメーターの取り替えに

伺いましたら、ご協力をお願いしま

す。

□期間　６月１９日昌～７月２２日捷

□対象　平成１７年製造の水道メー

ター（主に２２区・２４区の口径１３

ミリ～４０ミリの水道メーター）

□費用　無料

※詳しくは、水道課（内線１５９）へ。

水道メーター

　の交換

上
の
事
由
、
ま
た
は
、
通
勤
に
よ

る
負
傷
・
疾
病
な
ど
に
対
し
て
必

要
な
給
付
を
行
う
、
労
災
保
険
と

労
働
者
が
失
業
し
た
時
に
一
定
の

給
付
を
行
う
、
雇
用
保
険
を
総
称

し
た
も
の
で
す
。

　
申
告
・
納
付
を
怠
る
と
、
保
険

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。

□
更
新
手
続
期
間
　
６
月
１
日

　
～
７
月
　
日
　

（土）

１０

（水）

※
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室（
緯
０
２
７
・

２
１
０
・
５
０
０
１
）、
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共

職
業
安
定
所
へ
。

　
ニ
ト
リ
太
田
店
を
移
転
す
る
こ

と
に
伴
い
、
地
元
住
民
へ
店
舗
の

概
要
な
ど
を
説
明
す
る
た
め
の
、

地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
６
月
　
日
　

１９

（水）

□
時
間
　
午
後
３
時
～

□
会
場
　
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
（
太
田
市
高
林
東
町

１
３
０
２
）

□
内
容
　
太
田
市
南
矢
島
町
　
街
１８

区
１
の
１
に
出
店
が
予
定
さ
れ

て
い
る
、「
ニ
ト
リ
太
田
店
」
の

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基

づ
く
、
地
元
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

※
詳
し
く
は
、　

世
紀
商
業
開
発

２１

　
（
緯
　
・
３
３
５
６
・
１
２
３

（株）

０３

０
）
へ
。

　
大
麻
や
け
し
に
は
、
精
神
障
害

を
起
こ
す
成
分
や
麻
薬
の
原
料
と

な
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め

に
、
法
律
に
よ
り
栽
培
が
規
制
・

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
、
大
学
生
を

始
め
と
す
る
若
年
者
に
よ
る
大
麻

取
締
法
違
反
の
事
例
が
多
く
報
道

さ
れ
て
お
り
、
不
正
に
大
麻
を
所

持
・
販
売
す
る
事
例
や
、
大
麻
の

種
子
か
ら
大
麻
を
不
正
に
栽
培
す

る
事
例
な
ど
が
、
依
然
と
し
て
後

を
絶
た
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
で

は
、
５
月
１
日
か
ら
７
月
　
日
ま

３１

で
の
３
か
月
間
、
不
正
栽
培
お
よ

び
自
生
す
る
大
麻
・
け
し
の
発
見

お
よ
び
除
去
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
広
く
一
般
県
民
に
対
し
て
大

麻
・
け
し
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
を
目
的
と
し
た
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
大
麻
の
不
正
栽
培
は
、
大
麻
取

締
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
た
め
に
大
麻
の
種
子
を

保
持
し
た
り
、
提
供
し
た
り
す
る

【
い
ず
み
の
杜
の
七
夕
飾
り
】

　
願
い
ご
と
を
短
冊
に
書
い
て
、

大
き
な
竹
に
飾
り
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
期
間
　
６
月
　
日
　
～
７
月
７

１８

（火）

日
　
　
開
館
時
間
内

（日）

【
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
】

□
期
日
　
７
月
７
日
　（日）

□
時
間
　
午
後
１
時
～
３
時

□
内
容
　
美
し
い
七
夕
飾
り
の
前

で
行
う
す
て
き
な
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
ラ
ウ
ン
ジ

（
朝
日
４
の
７
の
１
）

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
い

ず
み
の
杜
（
緯
　
・
０
０
３
５
）
へ
。

２０

　
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
業
務

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

労
働
保
険
の
年
度
更
新

い
ず
み
の
杜

七
夕
飾
り
／
コ
ン
サ
ー
ト

こ
と
も
、
大
麻
取
締
法
の
処
罰
対

象
と
な
り
ま
す
。
不
正
に
栽
培
さ

れ
て
い
る
大
麻
や
、
疑
わ
し
い
け

し
を
発
見
し
た
と
き
は
、
最
寄
り

の
県
保
健
福
祉
事
務
所
ま
た
は
警

察
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
県

保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、「
大
麻
・

け
し
の
見
分
け
方
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
薬
務
課
（
緯
０

２
７
・
２
２
６
・
２
６
６
５
）
へ
。

　
県
で
は
、ぐ
ん
ま
優
良
木
材（
県

内
産
木
材
を
使
用
し
た
認
証
製
材

品
）
を
構
造
材
ま
た
は
内
装
材
に

使
用
し
て
、
県
内
に
自
分
の
居
住

用
の
住
宅
を
建
築
ま
た
は
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

□
補
助
額
　
最
高
１
０
０
万
円

（
募
集
戸
数
の
範
囲
内
で
申
請

の
先
着
順
）

【
構
造
材
補
助
】

　
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
を
構
造
材
に

　
％
以
上
使
っ
た
、
在
来
軸
組
工

６０法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法
に
よ
る
新

築
住
宅
の
建
築
・
購
入
に
対
し
て

補
助
し
ま
す
。

□
募
集
戸
数
　
７
２
０
戸

□
補
助
額
　
　
万
円
～
　
万
円

２０

８０

（
工
法
、
柱
材
の
太
さ
、
延
床
面

積
と
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
の
使
用

割
合
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
基
準
を
満
た
し
た
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
場
合
は
、　２０

　
世
紀
商
業
開
発
　

２１

（株）

ニ
ト
リ
太
田
店
移
転
に

伴

う

地

元

説

明

会

県
薬
務
課

不

正

大

麻

・

け

し

撲

滅

運

動

県
林
業
振
興
課

ぐ
ん
ま
の
木
で
家
づ
く
り

支

援

事

業

補

助

金

■昨年の七夕コンサート

の様子
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■調理済み給食の放射性物質測定結

果について

　町では、４月２２日に、町内の町立・

私立保育園、私立幼稚園、小中学校の

給食について、放射性物質（放射性ヨ

ウ素１３１、放射性セシウム１３４・１３７）の

検査を行いましたが、放射性物質は

検出されませんでした。

■給食用食材の放射性物質測定結果

について

　県では、給食用食材について、次

のとおり放射性物質（放射性ヨウ素

１３１、放射性セシウム１３４・１３７）の

検査を行いました。

【学校給食用食材】

□期日　４月１７日

□対象　町内の学校給食用食材（群

馬県産きゅうり）

□結果　不検出

【町内保育園給食用食材】

□期日　４月１６日・５月７・８日

□対象　町内保育園給食用食材（北

海道産たまねぎ、栃木県産にんじ

ん、群馬県産きゅうり・白菜、愛知県

産キャベツ、徳島県産にんじん）

□結果　不検出

■水道水の安全性

　５月１４日に東部地域水道事務所

（千代田町）で県が行った測定結果

では、放射性物質は検出されず、飲

用に支障がないことが確認されてい

ます。

東日本大震災

関連情報

不動産鑑定士による土地価格

などの無料相談会

□期日　７月４日昭

□時間　午後１時30分～３時30分

□会場　県住宅公社ビル(前橋市紅

雲町１－７－１２)

※当日、直接会場へお越しください。

詳しくは、県土地・水対策室（緯０２７・

２２６・２３６６）へ。

万
円
を
上
乗
せ
）

【
内
装
材
補
助
】

　
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
を
内
装
材
に

　
愛
以
上
使
っ
て
、
新
築
住
宅
を

１０建
築
・
購
入
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
場
合
に
補
助
し
ま
す
。

□
募
集
戸
数
　
　
戸
５０

□
補
助
額
　
１
愛
当
た
り
３
０
０

０
円
（
上
限
額
　
万
円
）

１５

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、　
ぐ

ん
ま
優
良
木
材
品
質
認
証
セ
ン

タ
ー
（
緯
０
２
７
・
２
６
６
・
８
２

２
０
）、
ま
た
は
県
林
業
振
興
課
（
緯

０
２
７
・
２
２
６
・
３
２
４
１
）
へ
。

【
鹿
島
茂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
】

□
会
期
　
６
月
　
日
　
ま
で
（
月

３０

（日）

曜
休
館
）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
　
分
３０

ま
で
）

□
会
場
　
県
立
館
林
美
術
館
（
館

林
市
日
向
町
２
０
０
３
）

□
内
容
　
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
鹿

島
茂
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、

　
世
紀
初
頭
、
ア
ー
ル
・
デ
コ

２０の
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し

た
２
人
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
ル
ビ

エ
と
ジ
ャ
ン
エ
ミ
ー
ル
・
ラ
ブ

ル
ー
ル
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す

□
観
覧
料
　
一
般
６
０
０
円
、
大

学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
中
学

生
以
下
は
無
料
（
障
害
者
手
帳

な
ど
を
お
持
ち
の
人
と
そ
の
介

護
者
（
一
人
）
は
無
料
で
す
。

証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

【
子
ど
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

□
期
日
　
６
月
８
日
　（土）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
２
時
　
分
３０

□
内
容
　
職
員
と
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
し
ま
す

□
対
象
　
小
・
中
学
生

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料
（
保
護
者
が
付
き

添
う
場
合
は
、
保
護
者
に
は
観

覧
料
が
か
か
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
県
立
館
林
美
術
館

（
緯
　
・
８
１
８
８
）
へ
。

７２

　　
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
は
、

民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
発
足
　
周
年

６０

を
記
念
し
、
平
成
　
年
に
「
民
間

１８

ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
日
」
を
定
め
８

年
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

記
念
事
業
と
し
て
世
界
遺
産
の
候

補
地
で
あ
る
「
富
岡
製
糸
場
と
絹

産
業
遺
産
群
」
の
価
値
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
６
月
　
日
　

３０

（日）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
町
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
講
師
　
今
井
幹
夫
さ
ん
（
富
岡

製
糸
場
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所

長
）

□
演
題
　「
富
岡
製
糸
場
の
世
界

遺
産
と
し
て
の
価
値
は
…
　
～

映
像
で
語
る
真
実
～
」

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

（
緯
　
・
２
１
４
２
）
へ
。

６２

館
林
美
術
館

館
林
美
術
館
企
画
展
示

大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

講

演

会

富岡製糸場東繭倉庫
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児
童
館
で
は
、
自
然
体
験
活
動

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
野
外
活

動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
事
前
活
動
】

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２２

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
東
児
童
館

□
内
容
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
カ
レ
ー
作
り

【
野
外
活
動
】

□
期
日
　
８
月
２
日
　
～
３
日
　

（金）

（土）

□
場
所
　
埼
玉
県
立
小
川
げ
ん
き

プ
ラ
ザ
（
埼
玉
県
小
川
町
木
呂

子
５
６
１
）

【
共
通
事
項
】

□
対
象
　
町
内
小
学
４
年
生
～
６

年
生

□
定
員
　
各
児
童
館
　
人
（
定
員

１０

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）　

□
申
込
方
法
　
申
込
書
に
記
入
の

上
、
各
学
校
区
の
児
童
館
に
提

出
す
る

□
申
込
期
間
　
５
月
　
日
　
～
６

２７

（月）

月
７
日
　
　
午
後
５
時
（
時
間

（金）

厳
守
）

□
費
用
　
３
０
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）

※
各
児
童
館
の
連
絡
先
は
、　１５

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
各
児
童
館
へ
。

　
小
中
学
生
の
夏
休
み
課
外
学
習

の
一
環
と
し
て
、
農
作
物
の
収
穫

作
業
や
、
収
穫
し
た
野
菜
を
利
用

し
た
食
品
加
工
を
体
験
で
き
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
１
日
　（木）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

□
場
所
　
県
立
農
林
大
学
校
農
村

婦
人
の
家
（
高
崎
市
箕
郷
町
西

明
屋
１
０
０
５
）

□
内
容
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
農
の
体
験
（
夏
野
菜
の
収

穫
）、
食
の
体
験
（
収
穫
し
た
野

菜
を
使
っ
て
ピ
ザ
風
ト
マ
ト
パ

ン
作
り
）

□
対
象
　
小
中
学
生
と
そ
の
保
護

者（
保
護
者
は
原
則
１
人
ま
で
）

□
定
員
　
　
組
（
定
員
を
超
え
た

１０

場
合
は
抽
選
）

□
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
子
ど
も
と
保
護
者
の
氏

名
・
子
ど
も
の
ふ
り
が
な
・
学

校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
農
林
大
学
校
研
修
部

に
郵
送
（
〒
　
３
１
０
５
　
高

３７０

崎
市
箕
郷
町
西
明
屋
１
０
０

５
）
で
申
し
込
む

□
申
込
期
間
　
６
月
　
日
　
～
７

１７

（月）

月
　
日
　
　
必
着

１９

（金）

□
費
用
　
１
組
５
０
０
円
（
材
料

費
）

※
詳
し
く
は
、
県
立
農
林
大
学
校

研
修
部
就
農
支
援
係（
緯
０
２
７
・

３
７
１
・
３
８
４
１
）
へ
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
泉
第
５
団

で
は
、団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
小
学
校
１
年
生
以
上
の

児
童

□
活
動
時
間
　
毎
月
２
～
３
回

（
主
に
日
曜
日
の
午
前
中
２
時

間
程
度
）

□
活
動
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田

２
４
６
５
）
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

団
委
員
長
　
髙
桑
幸
望
さ
ん
（
緯

　
・
５
５
８
０
）
へ
。

６２　
芝
に
は
、
日
本
芝
や
西
洋
芝
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
美
し

い
芝
庭
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
そ

の
特
徴
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
家
庭
で
楽
し
む
芝

生
の
種
類
や
手
入
れ
の
仕
方
、
病

気
や
雑
草
の
防
除
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

□
期
日
　
６
月
　
日
　

１６

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
テ
ー
マ
　「
家
庭
で
楽
し
む
芝

生
の
種
類
と
雑
草
の
防
除
」

□
講
師
　
黛
　
幸
弘
氏（
樹
木
医
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

日

曜

緑

化

講

座

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
委
員
長

髙
桑
幸
望
さ
ん

ボ

ー

イ

ス

カ

ウ

ト

大

泉

第

５

団

団

員

県
立
農
林
大
学
校
研
修
部
就
農
支
援
係

農
と
食
の
生
き
生
き

体

験

こ

ど

も

塾

各
児
童
館

自
然
体
験
活
動
参
加
者

健康
にも
良い

夏野
菜の
ゴー
ヤ！

みん
なで
行く
と

楽し
いよ
！

　
大
泉
交
通
安
全
協
会
で

は
、
平
成
　
年
秋
の
優
良
自

２５

動
車
運
転
者
表
彰
の
候
補
者

を
受
け
付
け
ま
す
。

□
表
彰
区
分
（
い
ず
れ
も
交

通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
）

・
旭
日
金
冠
章
…
無
事
故
・

無
違
反
が
　
年
以
上
で
、

４０

す
で
に
金
冠
金
章
を
受
け

て
い
る
人

・
金
冠
金
章
…
無
事
故
・
無

違
反
が
　
年
以
上
で
、
す

３０

で
に
金
冠
銀
章
を
受
け
て

い
る
人

・
金
冠
銀
章
…
無
事
故
・
無

違
反
が
　
年
以
上
で
、
す
で

２０

に
金
章
を
受
け
て
い
る
人

・
金
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
　
年
以
上
で
、
す
で
に

１５
銀
章
を
受
け
て
い
る
人

・
銀
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
　
年
以
上
で
、
す
で
に

１０
銅
章
を
受
け
て
い
る
人

・
銅
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
５
年
以
上
の
人

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
を

添
え
て
、
大
泉
交
通
安
全

協
会
、
ま
た
は
各
支
部
長

へ
申
請
す
る

・
大
泉
東
支
部
長

　
斉
藤
詔
一
さ
ん

緯
　
・
３
７
７
６

６３

秋
の
優
良
自
動
車

運
転
者
表
彰
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へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
６
月
３
日
　（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

　
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
依

存
症
に
な
る
と
本
人
の
意
志
で
は

や
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
嘘
を

つ
い
た
り
、
金
を
要
求
し
た
り
、

暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
行
動
を
お
こ
し
、
家
族
は
大

変
な
思
い
を
し
ま
す
。
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
精
神
科
医

師
な
ど
を
交
え
た
学
習
会
と
依
存

症
問
題
を
抱
え
て
苦
し
ん
で
い
る

家
族
同
士
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
、
家
族
が
適
切
な
対
応
を
見

つ
け
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

□
期
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

□
場
所
　
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー（
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

□
内
容
　
依
存
症
者
へ
の
家
族
の

対
応
、起
承
転
結
で
問
題
解
決
、

暴
力
へ
の
対
応
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
条
件

づ
け
技
法
、治
療
へ
の
進
め
方
、

家
族
が
生
活
を
豊
か
に
す
る
、

当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

家
族
の
体
験
談
　
な
ど

□
申
込
方
法
　
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
電
話
相
談（
緯
０
２
７
・

２
６
３
・
１
１
５
６
）
に
申
し

込
む
（
原
則
と
し
て
面
接
後
の

参
加
と
な
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
（
緯
０
２
７
・
２
６
３
・

１
１
６
６
）
へ
。

　
町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題

に
つ
い
て
悩
み
事
の
あ
る
人
を
対

象
に
し
た
、
医
師
に
よ
る
個
別
の

健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２０

（木）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
担
当
　
柴
田
信
義
氏
（
柴
田
メ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

□
申
込
方
法
　
電
話
で
福
祉
課
に

申
し
込
む
（
予
約
制
）

※
詳
し
く
は
福
祉
課
（
緯
　
・
２

５５

６
３
１
）
へ
。

福
祉
課

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

依
存
症
の
家
族
教
室

□期間　６月９日掌～１６日掌

□場所　分水堀緑道（下図のとおり）

【主なイベント・時間】

　雨天の場合は、イベント内容・時間

などが変更になる場合があります。

□６月９日掌

・午前１１時～午後１時…健康チェック

・午後１時３０分～…チンドン流し

・午後３時～フラダンス

・午後３時３０分～…民謡踊り

・午後４時～…民謡ライブ

□６月１５日松

・午後１時～…野点

□６月１６日掌

・午前１０時～正午…ポップコーンの

無料配布

・午後１時～品切れまで…綿菓子の無

料配布

・午後１時３０分～和太鼓演奏

・午後３時～すいか割り、大人も子ど

もも楽しめるおもしろ科学体験

□期間中終日　花鉢の即売、幼稚園児・

小学生の園内写生作品の展示

※夕方からは手作りキャンドルを立て

て、ライトアップも行います。詳しく

は、小堀哲夫さん（緯６２・５４４５）、また

は小野里充弘さん（緯６２・３２１１）へ。

■花菖蒲まつり会場位置図

城之内公園

至足利市

小
泉
町
駅

成就院
至
斎
場

えのき
幼稚園

龍泉院

分水堀
  緑道 花菖蒲まつり会場

第６第６回回花菖花菖蒲蒲まつまつりり

一人
で悩
ます
に

相談
しよ
う！

・
大
泉
中
支
部
長

　
武
藤
和
弘
さ
ん

緯
　
・
２
６
７
０

６２

・
大
泉
西
支
部
長

　
國
森
武
彦
さ
ん

緯
　
・
４
６
６
０

６３

・
大
泉
南
支
部
長

　
島
田
金
寿
さ
ん

緯
　
・
５
９
３
４

６２

□
必
要
書
類
　
無
事
故
・
無

違
反
証
明
書
（
６
月
３
日

以
降
発
行
の
も
の
）、表
彰

申
請
書
、
念
書

□
申
請
期
間
　
６
月
３
日

捷
～
７
月
　
日
昇

２３

□
費
用
　
６
３
０
円
（
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
発
行
代
金
）

※
詳
し
く
は
、
大
泉
交
通
安

全
協
会
（
緯
　
・
２
６
８
７
）、

６２

ま
た
は
各
支
部
長
へ
。
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図書館の本やＤＶＤを借りるためには

「図書利用券」が必要です。必ず持ってき

てくださいね。

■住所　大泉町中央３－１１－２１

■ホームページアドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/

■携帯アドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/i/
緯63・6399緯63・6399

１階　視聴覚ホール

ビデオ上映会in 図書館

図書館休館日

上 映 予 定 作 品上 映 日

ケロロ軍曹
超劇場版　

秘太刀馬の骨
前編

６月１６日掌
午前１０時～

午後１時３０分～

晶３１日・捷２７日・５月

捷１０日・捷３日・６月

捷２４日・捷１７日

掌３０日

件
』
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
フ
ォ

ン
・
シ
ー
ラ
ッ
ハ
著
／
『
デ
キ
る

男
の
正
解
美
容
』
戸
賀
敬
城
著
／

『
総
務
の
お
し
ご
と
手
帖
』小
宮
山

敏
恵
著
／
『
図
説
平
泉
』
大
矢
邦

宣
著
／
『
浮
世
絵
で
め
ぐ
る
江
戸

の
花
』
日
野
原
健
司
共
著
／
『
ワ

ク
チ
ン
新
時
代
』
杉
本
正
信
著
／

『
陽
炎
の
門
』
葉
室
　
麟
著
／
『
世

界
中
で
迷
子
に
な
っ
て
』
角
田
光

代
著
／
『
棺
に
跨
が
る
』
西
村
賢

太
著
／
『
ご
は
ん
ぐ
る
り
』
西
　

加
奈
子
著
／『
巨
鯨
の
海
』伊
東
　

潤
著
／
『
ラ
ン
チ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ

ん
』
柚
木
麻
子
著
／
『
コ
ウ
ケ
ン

テ
ツ
の
食
パ
ン
食
』
コ
ウ
ケ
ン
テ

ツ
著
／
『
わ
た
し
の
十
八
番
レ
シ

ピ
帖
』
大
原
千
鶴
著
／
『
街
路
樹

を
楽
し
む
　
の
謎
』
渡
辺
一
夫
著

１５

／
『
地
球
全
史
の
歩
き
方
』
白
尾

元
理
著
／
『
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音

楽
史
』
パ
ウ
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
著

〈
児
童
書
〉

『
く
ら
や
み
こ
わ
い
よ
』
ジ
ョ
ン
・

ク
ラ
ッ
セ
ン
絵
／『
は
こ
ち
ゃ
ん
』

江
頭
路
子
絵
／
『
お
だ
ん
ご
だ
ん

ご
』
堀
内
誠
一
絵
／
『
魔
女
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
』岡
田
　
淳
作
・

絵
／
『
み
ん
な
の
家
出
』
藤
田
の

ぼ
る
作
／
『
ざ
っ
そ
う
の
名
前
』

長
尾
玲
子
作
／
『
だ
い
す
き
だ
っ

こ
』
フ
レ
ヤ
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド

絵
／『
か
ら
す
の
お
か
し
や
さ
ん
』

か
こ
さ
と
し
作
・
絵

□
期
日
　
６
月
９
日
　（日）

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
場
所
　
１
階
第
１
会
議
室

〈
一
般
書
〉

『
わ
た
し
は
妊
婦
』大
森
兄
弟
著
／

『
え
ろ
た
ま
』
荻
野
ア
ン
ナ
著
／

『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る

と
、
彼
の
巡
礼
の
年
』
村
上
春
樹

著
／
『
見
上
げ
た
空
の
色
』
宇
江

佐
真
理
著
／
『
つ
ば
さ
の
お
く
り

も
の
』
小
川
　
糸
著
／
『
幻
坂
』

有
栖
川
有
栖
著
／
『
コ
リ
ー
ニ
事

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◎
ど
ん
ぐ
り
の
会

□
期
日
　
毎
週
木
曜
日
（
第
５
週

を
の
ぞ
く
）

□
時
間
　
午
後
２
時
　
分
～

３０

◎
て
ん
と
う
虫
の
会
と
個
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

□
期
日
　
毎
週
土
曜
日

□
時
間
　
午
後
２
時
～

◎
日
曜
日
の
読
み
聞
か
せ

・
大
泉
高
校
文
芸
部

□
期
日
　
第
１
日
曜
日

□
時
間
　
午
後
２
時
～

・
か
た
つ
む
り
の
会
（
お
父
さ
ん

た
ち
の
読
み
聞
か
せ
会
）

□
期
日
　
第
３
日
曜
日

□
時
間
　
午
前
　
時
～

１１

※
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
お

父
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
朗
読
の
会
】

催
し
も
の
案
内

お
楽
し
み
盛
り
だ
く
さ
ん

本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

新
着

　図書館では、男女共同参画週間（６月２３日～

２９日）に合わせて、男女共同参画社会を目指す

サークルエガリテの皆さんが選んだ、本の特集

コーナーを設置します。この機会にぜひご利用

ください。ここでは、特集の一部の本を紹介し

ます。

男女共同参画に関する本を

紹介します

女ともだち

紫式部のメッセージ

駒沢喜美／著　朝日新聞社

　女友だちの本当の価値は、年
を重ねるほどに大切になる。将
来が不安なほどなくてはならな
い存在に…。女友だちについて
改めて考えてみるのも良いので
はないでしょうか。

　「源氏物語」の中に読み取れる
男女差別、関係構造は現代の女
性学の観点からみれば、意味合
いは大きく変わる。この本を読
んでから再度「源氏物語」を読
み直してみると面白い。

遙　洋子／著　叙法研

一般書

一般書
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対
象
に
記
載
の
な
い
も
の
は
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
〉

□
期
日
　
６
月
　
日
　

１７

（月）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
（
雨
天
順
延
）

３０
□
持
っ
て
く
る
物
　
軍
手
、タ
オ
ル

〈
じ
ゃ
が
い
も
の
会
〉

　
掘
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
を
み
ん
な

で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２９

（土）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

□
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
出
し

物
・
ゲ
ー
ム
・
会
食
ほ
か

※
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

〈
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
〉

□
期
日
　
７
月
　
日
　

２０

（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
４５

□
内
容
　
飯
ご
う
炊
さ
ん
ほ
か

□
対
象
　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
時
　
６
月
　
日
２２

　
　
午
前
９
時
～

（土）
□
費
用
　
１
０
０
円

□
説
明
会
　
７
月
　
日
　
　
午
前

１３

（土）

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

〈
西
児
童
館
祭
り
〉

　
　
周
年
を
目
前
に
し
た
お
祭
り

３０
を
開
催
し
ま
す
！

□
期
日
　
６
月
８
日
　（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
内
容
　
段
ボ
ー
ル
迷
路
ほ
か

〈
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
〉

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２０

（木）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～（
雨
天
順
延
）

３０

〈
じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ
る
会
〉

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２７

（木）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～

３０

※
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

〈
ワ
ン
・
デ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
〉

□
期
日
　
７
月
６
日
　（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

□
内
容
　
カ
レ
ー
作
り
ほ
か

□
対
象
　
小
学
２
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
を
超
え
た

２５

場
合
は
抽
選
）

□
申
込
開
始
日
時
　
６
月
　
日
１０

　
　
午
前
９
時
～

（月）

〈
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
〉

□
期
日
　
６
月
　
日
　
・
　
日
　

２４

（月）

２５

（火）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
（
雨

３０

天
順
延
）

〈
新
じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ
よ
う
会
〉

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２７

（木）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～

３０

□
内
容
　
子
ど
も
の
出
し
物
、
会

食
ほ
か

※
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

〈
あ
そ
び
の
広
場
　
ザ
リ
ガ
ニ
釣

り
大
会
〉

　
自
分
の
竿
を
持
っ
て
き
て
プ
ー

ル
の
中
の
ザ
リ
ガ
ニ
を
釣
ろ
う
。

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２８

（金）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～

３０

■
６
月
４
日
　
　
午
前
　
時
　
分

（火）

１０

１５

か
ら
受
付
を
開
始
す
る
教
室

〈
朝
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
２
日
・
９
日
・
　２３

日
・
　
日
（
毎
回
火
曜
日
）

３０

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

３０

１１

　
分
３０

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円
　

〈
朝
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
３
日
・
　
日
・
　

１０

１７

日
・
　
日
（
毎
回
水
曜
日
）

２４

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

４５

１１

　
分
４５

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
５
日
・
　
日
・
　

１２

１９

日
・
　
日
（
毎
回
金
曜
日
）

２６

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

４５

１１

　
分
４５

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
７
月
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
５
日
・
　
日
・
　

１２

１９

日
・
　
日
（
毎
回
金
曜
日
）

２６

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

３０

１１

　
分
３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

■
６
月
４
日
　
　
午
後
６
時
か
ら

（火）

受
付
を
開
始
す
る
教
室

〈
夜
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
３
日
・
　
日
・
　

１０

１７

日
・
　
日
（
毎
回
水
曜
日
）

２４

□
時
間
　
午
後
７
時
　
分
～
８
時

３０

　
分
３０

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円
　

〈
夜
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
３
日
・
　
日
・
　

１０

１７

日
・
　
日
（
毎
回
水
曜
日
）

２４

□
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
一
人
で
着
る
浴
衣
教
室
〉

□
期
日
　
７
月
４
日
・
　
日
（
毎

１１

回
木
曜
日
）

□
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

□
定
員
　
　
人
（
女
性
の
み
）

１６

□
受
講
料
　
８
０
０
円

■
共
通
事
項

□
対
象
　
高
校
生
以
上
で
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
者
を
優
先
と
し

ま
す

□
申
込
方
法
　
い
ず
み
の
杜
へ
直

接
、
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込

む
※
開
館
時
間
変
更
に
伴
い
、
教
室

開
始
時
間
の
変
更
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

い
ず
み
の
杜
へ
。

捷３日・６月

捷１０日

捷１７日

捷２４日

いずみの杜
６月の休館日

緯20・0035

   北
児
童
館

緯
　
・
３
８
２
０
   

６３

   西
児
童
館

緯
　
・
４
６
８
９
   

６２

   南
児
童
館

緯
　
・
１
７
２
１
   

６３

   東
児
童
館

緯
　
・
０
１
３
３
   

６２

杜
の
教
室
案
内

集
・
学
・
遊
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元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

▼

匿
名
希
望

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
４
２
１
３

▼

大
野
奈
菜
子
（
　
区
・
　
歳
）

２３

１３

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ハ
ピ
ネ
ス

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

城
跡
の
石
段
上
り
桜
愛
で

惜
し
み
つ
下
る
子
に
手
を
取
ら
れ

木
村
ふ
み
子
（
　
区
）

２５

新
装
の
我
が
家
に
謝
し
つ
と
ま
ど
い
て

笑
顔
で
迎
え
る
今
朝
の
日
の
出
を

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

広
き
庭
の
一
人
草
と
る
吾
を
案
じ

手
伝
い
し
娘
は
入
院
を
せ
り

富
山
準
子
（
　
区
）

２５

し
と
し
と
と
降
る
春
雨
に
境
内
の

桜
は
耐
え
て
満
開
を
保
つ

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

茂
吉
の
碑
雪
に
半
ば
を
埋
も
れ
を
り

 夜
  間
  瀬
 川
原
の
風
花
の
中

よ
 

ま
 

せ

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

か
ぎ
り
な
く
花
散
る
下
に
忠
魂
碑

あ
り
て
軍
馬
も
と
も
に
祀
ら
る

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

久
し
ぶ
り
に
会
い
た
る
孫
は
わ
が
背
越
え

我
の
知
ら
ざ
る
世
界
に
住
め
り

大
町
　
操
（
太
田
市
）

清
楚
な
る
ひ
び
き
の
優
し
吾
亦
紅

春
の
庭
辺
を
細
身
に
伸
び
る

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

冬
枯
れ
の
木
々
た
つ
庭
に
春
を
呼
ぶ

一
気
に
咲
い
た
白
蓮
の
花

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

季
の
花
の
先
取
り
描
く
友
よ
り
の

絵
手
紙
今
日
は
卯
の
花
の
咲
く

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

春
嵐
過
ぎ
た
る
 朝
 う
ぐ
い
す
の

あ
し
た

未
だ
幼
き
初
鳴
き
を
聞
く

村
田
厚
子
（
２
区
）

庭
隅
の
ば
い
も
ゆ
り
は
う
つ
む
き
て

淡
き
陽
を
受
け
木
陰
に
咲
け
り

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

砂
埃
舞
ひ
飛
ぶ
園
を
歩
み
来
て

涙
目
鼻
水
花
粉
に
反
応

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

短短
　
　
　
歌歌

－

や
よ
い
短
歌
会

－

 平  田  浩  正 さん（１６区・・７６歳）
ひら た ひろ まさ

高砂会

「役員を通して友

だちができること

も嬉しいですね」

と話す平田さん。

　寄木戸で生まれ育ち、若い頃は農業を

しながら、とび職としても働いていまし

た。地域に貢献しようと思い、衛生環境

保全推進委員を１８年間、また、町の農業

委員、土木委員など多くの役員を務めま

した。苦労もありましたが、さまざまな

役員を務めあげることができたのも、皆

さんの協力のおかげと感謝しています。

　今では、１０年程前に始めたひょうたん

細工に夢中で、栽培から絵付けまでを自

分でしています。展示会を回るなど研究

を重ねて、新しい作品ができると嬉しい

ですし、完成したものを皆さんに贈って

喜んでもらえることが生きがいですね。

　これからも健康に気をつけながらひょ

うたん細工を続けて、楽しい人生を送っ

ていきたいと思います。

ひ
ょ
う
た
ん
細
工
を
続
け

ひ
ょ
う
た
ん
細
工
を
続
け
てて

楽
し
い
人
生
を
送
り
た

楽
し
い
人
生
を
送
り
た
いい

(17) 広報おおいずみ　Ｈ25.5.25　Vol.763

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

５月１１日、町公民館南別館で町体育協会主

催による平成２４年度優秀競技者表彰式が行

われました。空手道、テニス、サッカーなど１０

種目から個人２８人と６団体に、川田体育協

会長より表彰状と記念品が手渡されました。

　
町
長
が
 茂
  木
 経
済
産
業
大
臣
に
要
望
　

も
て
 

ぎ

５月１１日、町長就任後早速、トップセール

スとして「活気ある町の再生」を目指し、

国の企業誘致優遇制度など今後のまちづく

りについて村山町長が茂木経済産業大臣に

要望しました。

　
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
デ
イ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　

立
春
を
過
ぐ
れ
ど
寒
さ
な
ほ
厳
し

露
天
湯
へ
の
道
に
氷
の
張
り
ぬ

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

や
わ
ら
か
に
障
子
を
通
す
春
の
陽
に

畳
の
縁
の
目
立
つ
綻
び

高
瀬
　
壽
（
　
区
）

１０

「
さ
ぁ
、や
ろ
う
」エ
プ
ロ
ン
の
ひ
も
き
ゅ
っ
と
締
め

チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
我
は
家
政
婦

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

春
寒
に
白
梅
未
だ
綻
び
ず

肩
の
古
き
ず
朝
夕
痛
む

鈴
木
好
子
（
　
区
）

２７

満
開
の
桃
畑
に
て
花
粉
づ
け
し

今
は
亡
き
父
青
空
恋
し

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

ぶぶ
ら
り
ぶ
ら
り

【
駐
輪
場
】

　
皆
さ
ん
、
西
小
泉
駅
近
く
に
新

し
い
「
駐
輪
場
」
が
で
き
た
の
は

ご
存
知
で
す
か
？

　
こ
の
「
駐
輪
場
」
は
老
人
セ
ン

タ
ー
東
側
の
い
ず
み
緑
道
と
駅
側

を
結
ぶ
歩
道
橋
（
跨
線
橋
）
の
駅

側
の
下
に
あ
り
ま
す
。

　
西
小
泉
駅
前
に
は
、
多
く
の
自

転
車
が
道
路
に
は
み
出
す
ほ
ど
停

め
ら
れ
て
お
り
、
交
通
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
し
く

造
ら
れ
ま
し
た
。

　
駅
か
ら
少
し
離
れ
て
は
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

  お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
お
お
い
ず
み
４
月
　２５

日
号
の
俳
句
で
、
林
　
宣
子

さ
ん
の
作
品
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

【
誤
】

黙
祷
の
重
さ
一
分
春
寒
し

【
正
】

黙
祷
の
重
き
一
分
春
寒
し

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
優
秀
競
技
者
表
彰
式
　

２４

　
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
デ
イ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　

５月５日、いずみ緑道の花の広場で「大泉

ブラジリアンデイ・フェスティバル」が行

われました。当日は、サンバショーやアマ

チュアバンドによるブラジル音楽などが披

露され、多くの人で 賑 わっていました。
にぎ
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この広報紙は、自然保護のため再生紙とベジタブル
インキを使用し作成しています。
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姿みみよりOIZUMI番組表
ＦＭラジオ放送

姿保健カレンダー 健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり課課課課課課課課課課健康づくり課　緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２６２・・・・・・・・・・２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２・２１２１１１１１１１１１１１

Twitterで情報発信しています！

http://twitter.com/oizumi_koho

　ＦＭラジオ76.7MHz6月（水無月）

昼12：50～13：00月～金曜日

町の新鮮な話題をご紹介！３日捷・５日昌・７日晶

健康づくり課からのお知らせ
～健やか広場～

４日昇・６日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１０日捷・１２日昌・１４日晶

町公民館のお知らせ
～公民館情報～

１１日昇・１３日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１７日捷・１９日昌・２１日晶

図書館へ行こう！
～図書館あれこれ～

１８日昇・２０日昭

町の新鮮な話題をご紹介！２４日捷～２８日晶

耳  鼻  科外　　科小児科を標榜している内科内科（館林市）内科（邑楽郡）月 日

　　　　　
最上胃腸科外科
館林７４・３７６３

小児科おぎわらクリニック
大泉６１・１１３３

ごが内科楡クリニック
館林７３・７５８７

湯沢医院
大泉６２・２２０９５月２６日掌

今村クリニック
邑楽７０・２２２１

館林医院
館林７４・２１１２

星野こどもクリニック
館林７０・７２００

安楽岡医院
館林７２・０５７２

新井内科クリニック
大泉２０・１２２０

６月２日掌

　　　　　
慶友整形外科病院
館林７２・６０００

金丸内科医院
邑楽８８・３２００

さくま内科胃腸科クリニック
館林５５・２５００

いたくら内科クリニック
板倉７０・４０８０

６月９日掌

板倉耳鼻咽喉科クリニック
板倉８０・４３３３

堀井乳腺外科クリニック
館林５５・２１００

長谷川クリニック
館林８０・３３１１

後藤内科医院
館林７２・０１３４

かさはら内科医院
邑楽５５・２５３７

６月１６日掌

　　　　　田沼整形外科医院
邑楽８８・９２２３

小西医院
千代田８６・２２６１

森下内科医院
館林７３・７７７６

加藤医院
邑楽８９・１０３１

６月２３日掌

川田耳鼻咽喉科医院
館林７２・３３１４

高木整形外科
大泉６２・６６１１

真中医院
館林７２・１６３０

横田胃腸科内科
館林７２・４９７０

群馬アレルギー疾患・呼吸器
内科病院　邑楽８８・５６７８

６月３０日掌

◆内科、外科の診療時間は午前９時～午後５時、耳鼻科の診療時間は午前９時～午後１時です。
◆歯科は、館林邑楽歯科保健医療センター（緯７３・８８１８）が担当します（診療時間は午前９時～正午、午後１時～３時）。
◆小児科のみ、婦人科のみ診療する医療機関もありますので、事前に電話でご確認ください。
◆時間外、夜間などは、救急医療テレホンサービス（緯４５・７７９９）で受診できる病院などを紹介します。

電話で確認してから受診してください姿日曜・祝日当番医

受 付 時 間対　 　 象　 　 者種　 　 　 　 目曜日日

６月

午前９:３０～１１:００希　　望　　者成 人 健 康 相 談

月３

午前９:３０～午後2:００
子 ど も の 発 達 や 行 動 、

子 育 て に 心 配 の あ る 人
幼 児 相 談

午後１:００～２:００Ｈ２４.１２.１～Ｈ２４.１２.３１生Ｂ Ｃ Ｇ火４

午前９:３０～１１:００希　　望　　者成 人 健 康 相 談月１０

〃乳幼児とその保護者乳 幼 児 健 康 相 談水１２

午後１:００～４:００妊婦およびその家族両 親 学 級金１４

午前９:３０～１１:００希　　望　　者成 人 健 康 相 談月１７

午後１:００～１:３０Ｈ２５.２.１～Ｈ２５.２.２８生４ か 月 児 健 康 診 査火１８

〃Ｈ２２.３.１～Ｈ２２.３.３１生３ 歳 児 健 康 診 査水１９

〃Ｈ２３.１１.２１～Ｈ２３.１２.２０生１歳６か月児健康診査木２０

午後１:００～１:３０Ｈ２４.１１.１～Ｈ２４.１１.３０生７ か 月 児 健 康 診 査金２１

〃Ｈ２３.５.１～Ｈ２３.５.３１生２歳児歯科健康診査木２７

午前９:１５～１１:００妊婦・乳幼児とその保護者健 や か 広 場金２８

※会場は、保健福祉総合センターになります。

表紙：４月２１日に行われた大泉町長選

挙で当選を果たした村山俊明町長が、

５月７日初登庁しました。町長は玄関

前で花束を受け取った後、支援者や職

員から出迎えを受けました。


